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【手続補正書】
【提出日】令和1年9月9日(2019.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ｉ）未調理のスナック食品生地に、複数の顆粒の形態の固体シーズニング成分を含む、第
１部分シーズニング組成物を局所適用すること、ここで前記顆粒が、シーズニング原料の
混合物；シーズニング原料のための担体；および任意に少なくとも１つのアジュバント成
分を含む；
ｉｉ）コーティングしたスナック食品生地をオーブンまたはフライヤーで調理すること；
および
ｉｉｉ）第２部分シーズニング組成物を調理されたスナック食品に局所適用すること
を含む、スナック食品のシーズニング方法。
【請求項２】
　前記顆粒の体積平均粒子径が２５０～１４００ミクロンを有している、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記顆粒が、結合溶液または懸濁液を用いて複数の一次粒子を凝集させる過程を経て形
成される複合粒子の形態である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　結合溶液または懸濁液が、アラビアガム、マルトデキストリン、およびメチルセルロー
スなどのセルロース誘導体からなる群から選択される結合剤を含む、請求項３に記載の方
法。
【請求項５】
　結合溶液または懸濁液が、シーズニング原料を含有する、請求項３または４に記載の方
法。
【請求項６】
　顆粒が２５０ｇ／ｌ～１０００ｇ／ｌのかさ密度を有する、請求項１～５のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項７】
　第１の部分シーズニング組成物が、味物質を含有する、請求項１～６のいずれか一項に
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記載の方法。 
【請求項８】
　第２部分シーズニング組成物がアロマオイルである、請求項１～７のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項９】
　スナック食品が、デンプン質またはデンプンベースである、請求項１～８のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項１０】
　スナック食品が、クラッカーである、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法により得られるスナック食品。
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